パルスプラズマスラスタを搭載したキューブサットのための軌道・姿勢制御特性の評価に関する研究 by Rodrigo Cordova-Alarcon  Jose
Study on Attitude and Orbit Control
Characterization for a CubeSat Equipped with
Pulsed Plasma Thrusters






  氏 名     Jose Rodrigo Cordova-Alarcon（メキシコ） 
  学 位 の 種 類      博  士（工学） 
  学 位 記 番 号      工博甲第４７６号    
  学位授与の日付      令和元年６月２８日  
  学位授与の条件     学位規則第４条第１項該当  
  学位論文題目     Study on Attitude and Orbit Control Characterization for a 
 CubeSat Equipped with Pulsed Plasma Thrusters  
(パルスプラズマスラスタを搭載したキューブサットのための軌道・姿勢  
制御特性の評価に関する研究 )  
  論文審査委員      主  査      教  授   趙孟佑  
〃    奥山圭一  
〃    平木講儒  
准教授   豊田和弘  
 





































軌道維持が可能であることを結論として述べている。   
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
本論文はキューブサットの利用拡大、とりわけ月や火星といった地球周回軌道以外でのミ
ッション実施の可能性を広げる上で極めて重要な研究である。近年、低価格な軌道上技術実
証ミッションのためにキューブサットが用いられることが多くなっている。キューブサ
ットに電気推進系を搭載することにより、軌道維持や姿勢制御を実施する能力を得ることがで
きる。しかしながら、これまでにキューブサットに電気推進系を搭載することにより姿勢制御を
行った実例は報告されていない。さらにキューブサットによる月ミッションを考えた際に、ピギ
ーバックにより打ち上げられるキューブサットは投入される月周回軌道を選べないので、月周回
軌道において長期間のミッションを行うためには、軌道維持のための推進系が必要となり、比推
力の観点から電気推進系が必要となる。さらには、磁場が極めて弱い月周回軌道においては、磁
気を使った姿勢制御アクチュエータは使用できず、リアクションホイールの飽和対策のためにな
んらかの推進系を搭載することが望まれ、比推力が高く、搭載推進剤重量を節約できる電気推進
系が有望である。電気推進を用いた衛星姿勢制御については、推進機の動作に真空環境が必要と
なるため、地上実験が行われた実績が乏しい。 
上記の論文に対して審査を行い、本研究が超小型衛星の用途拡大に向けて大きく貢献したこと
が認められた。審査会・公聴会にてなされた、数ある電気推進の中からPPTを選んだ理由、月周
回軌道維持での軌道要素の変化、ルーナーホライゾングローの月緯度依存性、PPTが必要とする
電力をキューブサットが賄えるのか、といった様々な質問にも適切に対処した。本論文作成の過
程で証明した研究能力と論文の記述から、本人が博士号を授与されるのに相応しい素養を身に付
 けていると判断した。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、
本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
 
